
北海道における木質廃材の副生状況と
　　その農園芸用堆肥としての利用の可能性（3）

　7．市町村ごとの樹皮，細粒状廃材の副生状況と堆

肥の需要

　第16表に樹皮，細粒状廃材の副生量と農園芸分野に

おける堆厩肥所要量をまとめた。表中「木質堆肥の過

不足」の欄は，園芸用堆厩肥所要量と木質堆肥供給可

能量の差であって，マイナス記号は堆厩肥所要量が木

質堆肥供給可能量を上廻ることを意味している。

　さて，樹皮，細粒状廃材の副生量は市町村によって

いちじるしい違いがあり，木材工場の存在しない市町

村を除いても，大成町（檜山支庁）の11tから苫小牧

市の7．8万tまで広範に分布している。副生量の多い方

を拾うと，苫小牧市（7．8万t），釧路市（6．8万t），

旭川市（6．4万t）などを筆頭に，年間1万tを越える

市町村が19あり，このうち13市町村が単独で檜山支庁

管内の全量を上廻っている。ことに前記の3市は群を

抜いて多く，これらの存在する支庁および網走，十勝

の5支庁を除く各支庁の副生量を上廻る。しかし，全

通の大勢をみると，215市町村中千t以下が83市町村

（40％），4千t以下が155市町村（72％）を占め，や

はり小量分散型の資源であることを示している。

　一方，農園芸における堆厩肥所要量もまた市町村に

よっていちじるしく異なっている。ここでは，木質堆

肥の需要見込みの一つの目安として園芸作物の堆厩肥

所要量を取上げ，両者の需給関係を中心に話を進める

ことにする。これは前報でも述べたように，園芸作物

が1)収益性が高いこと，2)単位面積あたりの施肥量が

多いこと，3)堆厩肥用の粗大有機物を自ら生産できな

いことなどから，木質堆肥の消費に比較的有利な条件

を備えていると考えられるからである。

　全道的にみると，一般作物はもとより，園芸用堆肥

の所要量だけでも木質堆肥の供給可能量をはるかに上

廻っている。しかし，支庁もしくは市町村単位にみる

と，その需給関係にはかなりの凹凸がある。木質堆肥

は嵩高で含水率も高く，長距離輸送に向かないので，

比較的狭い地域内での需給のバランスがその需要量を

決定する重要な因子となる。輸送費を含めて流通コス

トの増大は末端価格の上昇に直結し，結局大量需要の

にない手として登場するはずの木質堆肥に重い足伽を

はめることになろう。

　いまごく単純に，木質堆肥供給可能量に対して堆厩

肥所要量の多い地域ほど将来木質堆肥の伸びる可能性

の高い地域と考えることにしよう。このような尺度で

支庁単位の需給関係をみると，最も条件のよい地域，

すなわち堆厩肥の所要量が木質堆肥を上廻る地域は，

石狩，渡島，網走，十勝，根室の6支庁であって，こ

とに網走，十勝支庁における堆厩肥所要量は木質堆肥

の，それぞれ2．3倍および3．9倍に達する。残りの8支

庁はいずれも木質堆肥の供給量が園芸堆肥の需要を上

廻るが，このうち檜山，空知，上川支庁では堆厩肥所

要量が木質堆肥供給量のそれぞれ83％，95％，71％，

に達しており，“堆肥化”がこの地域の廃材利用の重

要な柱となり得る可能性が高い。また，これらの地域

はいずれも水稲を主要作物としており，とくに空知，

上川管内は全道1，2位を占める水田地帯であること

から，この苗床用の需要および他の一般作物への若干

の需要を考慮すると，前記6支庁と同程度に期待の大

きい地域であろう。残りの留萌，宗谷，胆振，日高，釧

路の5支庁であるが，これらはいずれも農園芸生産の

振わない地域であって，木質堆肥に対する園芸用堆厩

肥所要量の割合は21～40％に過ぎず，宗谷管内では，

一般作物を含めた全所要量さえも木質堆肥供給可能量

を下廻る。すなわちこれらの地域では仮に園芸作物用

の堆肥のすべてを木質堆肥でまかなったとしても，樹

皮，細粒状廃材の60～80％が余ることになり，堆肥化

以外の大量処分方法を探し出す必要がある。ことに胆

振，釧路支庁では廃材の絶対量が多いだけに他の管内
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より一層不利であることほ云 うまでもない。

一方，それぞれの地域における作物の種類や作付比

率はその地域の土壌条件，気象条件その他もろもろの

特性に応 じて異なってお り，これを無視して木質堆肥

の普及を計ることほむずかしい。参考までに，各支庁

ごとの作物別堆厩肥所要を第17表に示したが，全道的

にみると堆厩肥所要量は水稲が最も多 く，全所要量の

はぼ 1／4 を占めている。再三のべたように水稲は地力

維持に必要な十分な粗大有機物を自ら生産できるので

堆肥供給の不安ほないが，この苗代用の培養土材料 と

して木質堆肥の伸びる可能性がある。ことに空知，上

川，石狩などの水田地帯では，この面での利用を積極

的に進めてしかるべきであろう。園芸作物の中ではて

ん菜が多く，一般作物を含めた全堆厩肥所要量の18％

を占めている。てん菜を園芸作物とした点には異論も

多いと思うが，育苗，移植などに手間のかかること，

地力維持のための有機物生産が少ないこと，単位面積

あた りの堆厩肥所要量が多いことなどを綜合的に配慮

して園芸作物を分類 した。木質堆肥の伸びる可能性の

高い地域とした網走，十勝両支庁では堆厩肥所要量の

大半をてん菜で占めているので，この地域でてん菜を

抜きにすると，廃材の堆肥としての利用は甚だ難しく

なってしまう。このような事情は多かれ少なかれどの

地域でも存在する。大量需要の開拓にあたっては，地

域の農園芸と密掛こ結びつくことが不可欠の条件であ

ろう。

8 ． むすび

3 回にわたって，北海道における木質廃材の地域分

布について述べ，さらに樹皮，細粒状廃材副生量を基

にして算出した木質堆肥供給可能量と農園芸用堆厩肥

所要量のバランスから，廃材の用途として木質堆肥が

大量需要の可能性の高いことを明かにした。しかし実

際に木質堆肥を農園芸分野に冠着させるためには，ま

だまだ多くの因子について検討する必要があり，或る

程度の時間も必要であろ う。たとえば，まず製品の品

質や価格が需要家の利益と一致しなければ な らない

し，なによりも農園芸分野で木質堆肥に対する理解 と

信頼を得 られるような積極的な働きかけが 必 要 で あ

る。木質堆肥ほ在来の堆厩肥とかな り性質が異な り，

土壌改良のメカニズムも異なるので，すべての作物に

とって必ずしも在来の施用方法や栽培管理方法が適切

であるとほ限らない。こうした農業技術上の問題もま

た需要の伸びに関係する一つの田子であって，それぞ

れの地域の作物や土壌との密接な結びつきの中で解決

して行かなければならない問題である。一方，個々の

木材工場にとっては，堆肥製造のための土地や設備，

労働力，資金の確保も当然の条件になるし，また現在

の処分方法や量，処分コス ト（または利益），そ して

公害防止のための投資の見通しなども，堆肥化を採用

するかどうかの判断の材料 となるであろ う。

こうして，木質堆肥の伸びはさまざまな因子によっ

て制約を受ることになるが，いずれにしても林産業界

が手をつかねて待っていたのでは大量需要の実を上げ

ることは難 しい。それぞれの地域，工場で農園芸分野

との結びつきを強め，実情に応じて着実に需要を掘起

こして行 く努力が必要である。この過程では，個々の

農家との結びつきのみな らず，農業試験場，農協など

の農業機関や農業団体の援助も不可欠であろう。

なお，当林産試験場でも，木質廃材の堆肥化につい

て研究を行なっており，技術相談や技術指導にも応 じ

ているので利用されたい。（第16および17表を次真に

掲載した。） （完）
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北海道における木質廃材の副生状況とその農園芸用堆肥としての利用の可能性（3）

　第16－1表　市町村別廃材副生量と農園芸用堆肥所要量
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第16－2表  市町村別廃材副生量と農園芸用堆肥所要量
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第16－3表　市町村別廃材副生量と農園芸用堆肥所要量
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第16－4表　市町村別廃材副生量と農園芸用堆肥所要量
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